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9．　はじめに
　この稿は現在電子計算機を用いて行なっている新聞用語調査システムのなか
で優矯されている，用例EP字プログラム，“COBOL－KW王C”について報告す
るものである。このなかには姦凶用語調査の主要な流れの一つである，長単位
処理のプログラムの一部も含まれているので，この稿はその長単位プログラム
についての報告を兼ねてもいる。この長単位処理プログラムは，さきの1紙1
年分の報告（報告37）のあとをうけて2無1年分の処理に使用された。またこ
のCOBOL－KWICは新聞用語調査と同じフォーマットをもつものに対して
は，それ以外のデータについても用例つきの総索引を作成する能力をもち，そ
ように使用することが可能である。
1．　プログラムのあらまし
　はじめ1・こ，このプUグラム作成の日的について述べたい。
　現在行なっている新聞用語調査のプUグラムでは，同語異語の操作が行なわ
れていない（国語研究報告37，3ベージ）。また漢字：の読みについても，原文に
ついて読んだのではなくッできあがった語い表について読んだので，原資料の
なかでの実態を示していない面がある。たとえば表記形が同じ「いき」であれ
ば，「行きと帰り」の「いき’」でも，「粋」の「いき’」でも，「行きます」の
「いき」でも，「活きます」の「いき」でも，すべて同一語形としてまとめて
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カウントしてしまっている。語い調査本来の臨約からすればこれは分けてカウ
ントしなければならないはずである。また意味用法が同じでも表記形式が異な
れば異なった語として度数をカウンFしている。たとえば「いきます」　「行き
ます」のドいき’」に当たる部分で，このばあい意味用法が全く岡じであって
も，表認された形式が異なるから，別の語としてカウントされるのである。
　r閥」も「かん」か「あいだ」かは，複合語の一こ口なく単独で現われたもの
については，全体については，作業上どちらかにまとめておくという程度の
処置をするはかなかった。これらの処置を適切にするためには原文のなかでの
意昧用法，原文のなかでの漢字のよみ方がわかるようにならなければならな
い。
　新聞用語調査の長単位処理，短単位処理のプVグラムの操作をへたあとで得
られる語い表は以上のような性格をもつものである。この語い表は語い表とい
うよりは同形文字列表というべきである。これは摺語調査とすると大きな欠陥
であるといわなければならない。この欠陥をカバーすべくなんらかの手を打た
なくてはならない。そのためには，これらの語形をもとの文脈のなかに置いて
考えればよいのであるが，その方法にはいろいろある。まずはやめから，漢字の
よみ，同語虚語のおそれのあるものはそれをつけて入力することである。これ
は徹底して行なえば完金な調査ができるはずであるが，いろいろ問題がある。
プリニディトが大変だし，それをさん孔するのも量が多いのと処理やフォーマ
ットを誤まりやすいので大変である。入力前および入力時に非常な負担がかか
るのは一考を要しよう。次にいわゆる総索引式に出典表をつくり，それによっ
ていちいち原文を捜して考えるという方法もある。これは入力は原文のままで
すむから容易であるが，いちいちもとのものを捜す一二が大変である。そこで
最後に考えられるのがKWIC（Key　Word　in　Context）をつくって，用例集
を印字してしまうのである。これは入力も容易，捜す手鼻も省けるので，非常
に能率的である。用語調査を電子計算機で行なうばあい，これはまず第一にと
にかく有効な手段であるということができる。これなら漢字の読みあやまりも
それを利用したあとでのチェックでなくすことができるし，同語異語の操作
も人間の目と手によってではあるが，完全に行ないうるからである。しかも
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後に述べるように，KWICのデータ排列に工夫をこらしておくことによって，
作業が一括して行なうことができるようになり，機械と人聞をまじえたトータ
ル・システムとL　一（，・非常に有効なものであるということができよう。このよ
うに，KIWICは用語調査システムとして有効なものであり，われわれの虚聞云
云調査についてみても，その欠陥をカバーすることができる方法としてはほと
んど唯一のものであるということができるのではないか。
　さて，KWICが用語のカウント調査について有効な方法であることを述べた
が，その利点はそれだけ，つまり同語異語の判別だけにとどまるのではない。
これは，ある語を中心として，それをとりまく前後の単語を整i理した用例集と
して使用することができるように，プログラムを作成することができるから，
そのようにすれば単語についての連続状況，たとえばその確率についても計算
でき，語の意味用法についての記述に非常に有益な資料を提供し，文法的な用
語についてのそれもできるので，文法の研究にも有益な資料を提供することが
できる。語いや文法の研究という，純粋に言語学的な耐油へ資料を提供するの
℃あるから，同時われわれがめざしているcomputational　linguisticsにとっ
ても有益な資料を提供するということができよう。KWICは醤語情報処理の研＝
究開発のためにも有益なのである。さいわい，新聞用語調査の規模は300万語
に達するので，この用例印字プログラムを作成すればこの3◎0万語の用例集を
つくることができる。これは日本語研究にとって非常に重要な資料であるとい
うことができよう。
　このような意味のほかにK：WICのプログラムをつくる意図はもう一つあっ
た。それは，新聞用語調査の全データの1／3の量にあたる，いわゆる1紙1年
分の処理にあたって使用した長単位処理プnグラムの作成者が退職し，その取
り扱いに困難な点を生じたので，その部分をつくり直すという意味があった。
せっかく作り直すならば，ついでに薪聞用語調査の入力フit　．一マットから多少
はずれたものでも，これを受け入れて，総索引作成のために使用することがで
きれば便利である。ただしあまりフrk　一一マットを自由にすると，チェック機構
として弱くなるので，それもほどほどにしなければならないが。またせっかく
作り直すのだからKWIC自体にも便利なようなファイルをどこかで作っておき
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たい。このようなことができれば，長単位の一部のシステムの作り直しをして
も，十分その意味がある。そういうことで，入力フォーマットのチェックを多
少ゆるめ，従来プログラム上直接は作られなかったファイル（同じ文中での同
じ単語の数を足してしまうのでなく，文中の単語番号を記入したファイル）を
作成することを，そのプロセスのなかに組みこんだ，システム・アナリシスを
して，従来作成した語い調査プログラムの完全な実行を期しもしたのであっ
た。
　用例印字をKWICの形で行なうのは，大量のデータの印字として有効であ
り，用語の意味，用法の研究の上からも便利であり，それは同語異心の判別の
ときにも有効である。印字形式をKWICの形で行なうことにしたのはそのため
である。またこのプログラムは，ごく一部のものを除いて他はすべてCOBOL
を使用したので，このプログラム全体の名称をCOBOL－KWICとした。プ
ログラム言語としてCOBOLを用いたのは，計算機使用の全体がすでにコンパ
イラの時代にはいっていることを考え，また他機種との互換性を考えたからで
ある。それから，前TAC　3010は，記憶装置の構造や命令語の体系が，全体
として記号列の処理，たとえば自然語の処理にかなりよく適合している部分が
あるために，どうしてもアセンブラにたよることになりやすい。これでは機種
の問の互換性のあるプVグラムをつくることはでぎない。そこで，コンパイラ
でこのような閥題をどのように解くことができるかを考えてみることも必要で
ある。国語研究所の現在保有するプログラムのほとんどはアセンブラで書かれ
ている。このCOBOL－KWICは，このような意味での完全varlabldength
Clataの処理の，国語硬究所のなかでのパイrt　＝アの役目を果たすつもりもあっ
た（傍を示したのはその意味である）。それは一種目教育的な意味でのプロパ
ガンダでもある。そこでCOBOL－KWICというような名前をこのプuグラ
ムに，あえて，つけてみたのである。COBOLを用いることに，さらに別な意
味があることは：本稿の7．問題点の項でも述べる。
　では次az　）プログラム・システムの構造の概略について述べたい。
　以上に述べたような目的を果たすために，現在国語研究所に設置されている
機種をどのように活用したらよいだろうか。また，現在あるデータをどのよう
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に活用したらよいだろうか。
　現在できている入力は紙テープからはいった原文であり，これは薪聞にあっ
たとおりの表記で，漢字かなまじり文である。漢字にかなはついていない。と
ころで，これをそのまま漢テyで印字することを考えてもよいのであるが，漢
テレの印字速度：が遅く，とても大量の用例を一時に打出すことはできない。そ
こで，ラインプリンタを利用することが考えられる。ラインプリンタを利用す
ると，漢字の情報をそのままとり出すのはやや困難であるが（方法がないこと
．はない。後述），その程度のものでもかなり役立つだろう。このように考える
と，漢テV入力，ラインプサソタ虜力という線がつよくなってくる。そこでこ
のようなプログラム構成を，COBOL－KWICでは考えることにしたのであ
る◎
　この，漢テレ入力，ラインプljソタ出力という線は，高速漢字プリンタがな
いために行なうわけで，この状態においてはきわめて有益であるが，もし漢字
の高速プijンタが存在するならば，その価値が大いに減ずることはいうまでも
ない。入力した形の，漢字かなまじり文で，そのまま出力できれば，その方が
ずっと有益であることは，いうまでもない。漢字プリンタを使用するとぎは，
江州清氏が作成したプUグラムなどを使用することもできよう。
　しかしもし漢字高速プリンタが存在しても，ラインプリンタ出力が全く価値
を失うかというと，そうはいえないのであって，たとえばかな漢字変換などの
プログラムには，このようにしてよられたKWICiox一一一番重要な研究資料を挺供
することになるだろう。語の用法や意味の研究，文法的な硫究ならばこれをつ
かってじゅうぶんにできるはずである。だから，ラインプリンタ出力のKWIC
震いつまでも，その存在価値を保有するに違いない。
　ところで，漢テレ入力，ラインプリンタ出力となると，ラインプljソタはか
な専用であり，入力原文は原文どおりの漢字かなまじり文字なので，どうして
も漢字解読を行なわなければならなくなる。しかも，研究のために使うのだか
ら，なるべく解読正解率を高めたい。また，現在の新聞用語調査の判定に直接
役立つことも重要な目的の一つにしている。そう考えて，この両者を解決でき
るように，新しい漢字解読プログラムを設計した。漢字の解読の正解率がよ
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く，しかも同語異論の解明にとってつこうがよいという条件を一挙に解決でき
赴のはま．ことにさいわいであったが，乱れは短単位処理のなかで，非常に便利
なファイルができていたので，それを利用することによって解決したのであ
る。
　このように，COBOL－KWICは，紙テープ入力データの各種のチェック，
漢字解誌およびKWIC本来の用例印字のプuグラムからなっている。その
ほかこれに付随して，辞書のメインテナンスのルーチン，用例の検索ルーチン
がある。辞書のメンテナンスは，COBOL－KWICシステムが独自に使う辞書
を作成しあるいはメンテナンスを行なうシステムであり，用例検索は，欲する
用語の用例集を任意に作成ずることを可能にするプログラムである。
　このCOBOL－KWICを構成するプログラムは全体で20数本ある。．それは
次の5つのグ／tr・一一プに分けられる。
　A．チェック・プログラム・グループ。
　B．漢字解読プuグラム・グループ。
　C．用例印字ナログラム・グループ。
　D．辞書の作成とメンテナスのプログラム・グループ。
　E．用例検索（IR）プログラム。
　このプログラムのシステム・アナリシスに当たって，全体をややこまかく分
けることにした。これはプログラムを細分化することによって，いわば一種の
モジュール化を行ない，その闘に，必要に応じて自由に他のプUグラムを挿入
することができ，あるいは削除短絡することができるようにしたためである。
このため，B以降のデータにつbては特別のものを除いてラベルを共通にし，
フォーマッFもでぎるだけ岡じようにaした。KANA－TEXT－MAKINGのごと
き，実はそう長いプUグラムでないので他のプUグラムにあわせてもよく，か
つ辞書自体のなかに漢字によみがなをつけた形でなくて，かなだけのものをつ
けておいてもよいはずである。そうすればKIANA－TEXT－MAKINGは不要に
なる。にもかかわらずこれをつけておいたのは次のような考え方をしたからで
ある。このK：ANA－TEXT－MAK：INGと入れかえにかなのうしろに漢字の情報
を入れておくようICすれば，漢字情報をそえた印字がこのプUグラムを延長す
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ることによっても可能になるからである。たとえ．ばコウコウというのにはいろ
いろな漢字が当たるが，国語研漢テレコードに．よって印字すれば，コウ（A7）
コウ（A1）によって「高校」を表わし，コウ（13）コウ（＆E）によってF孝
行」を表わし，コウ（1．）コウ（＆E）によって「航行」を表わすこともでき
る。このようになっていれば大変便利だろう。フォーマットはコウコウ（A7
A1）でもかまわない。このようにすることはKANA－TEXT－MAKINGのな
かをほんの少し手入れするだけで，できるのである。これmu一一つの例であっ
て，このような自由なプログラム上のさしかえができるようにするために，プ
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ログラムの細分化を行なったのである。オペV一一ションのばあいめんどうでは
あるが，1ジョブが適当な晴間に終わるので，その点にメリッ5がある。
　ついでながら，漢字が（A7A1）のように表記されたばあい，　decoding
が問題ではある。これを人間が行なわなければならないからである。しかし
“A7”→「高」のような操作を簡単にできるような索引を同じくCOBOLで
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　　　LABEL　RECDRO　ARE　STANDARD，
　　　　VALLSE　BF　I　D　I　S　”LUD一一2　”，
　　　AC丁IVε一TIME　IS1，
　　　　DATA　RECORD　I　S　eUTPUT－AREA．
el　OUTPUT一一AREA．
　　　　02　SOURCE．
　　　　e3　BLOCK－NUMBER，　PICTURE　I　S　×（7）．
　　　　03　SENTENCE－NUMBER，　PICTURE　IS　X（2）．
　　　　03　WORD－NUMBER，　PICTURE　I　S　X（3）．
　　　　e2　STRATA，　PICTURE　．I　S　X（8）．
　　　　02　HEAD一一WeRD．
　　　　03　LE’；’TER，　PIC’1‘URE　IS　×（2＞，　OCCVRS　20　TIMES．
WORK！NG－STORAGE　SEC了1〔｝N●
Ol　CeUNTERS．
　　　　02　1－POSI“ON，　PICTURE　IS　9（5）．
　　　　e2　e一一POSiTiON，　PICTURE　IS　9（5）．
　　　　02　WORD－COUNTER，　PICTURE　I　S　9（3）．
　　　　02　WPRD一一COVN’r－DEPOT．
　　　　03　C－1　PICTURE　IS　9（1）．
　　　　03　C－2　PICTURE　IS　9（2）．
　　　　02　脚［｝RD一一C〔〕VN了一S了ORE・
　　　　03　C－2，　PICTURE　IS　9（2）．
　　　　03　C－1，　PICTURE　I　S　9（1）．
　　　02　SENTENCE一一一COUNTER，　PtCTURE　I　S　9（2）．
　　　　e2　1－AREA，　PICTURE　JS　9（3）．
Ol　WORK－AREA．
　　　e2　t－BLOCK一一一NUMBER．??????FIししER，
1　・一・1　，
F｛しLER，
1－2，
FELしER，
卜3，
FiしLER，
卜4，
臼ししER，
1一一5，
F比しER，
1－6，
PiCTVRE
PlC了UREPlCTURE
PlCTURE
PicTURE
PlCTUREPlCTURE
PIC了URE
PlC丁UREPJCTeRE
．PlCTU只E
Pi　C’1’URE
????????????????????????????））））））））））））（（（（（（（（（（（（??
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つくっておいた。これはかなり便利に使える。
　COBOLでプログラムを作成したばあいに問題になるのは，後にも述べるよ
うに一般にアセンブラで書いたばあいより，処理時間が長くなることであろう
と思う。いわば常識的なことであるが，大量のデータを，長い処理時間をかげ
て行なうとなんらかの手段をとらざるを得ない。そこで一番ふつうの方法はリ
ランを行なうことだと思うが，COBOL－KWICには独特の強力なリラン・ル
ーチンが組みこまれて威力を発揮している。それはオペレーターが欲するとぎ
に作業をやめて，次回：再開したばあいに，まさにその次のデータからしごとを
始めるという，
e11200　CONSTANT　SECTION．
012900　BEGIN－ROUTINE．　OPEN　INPVT　INPUT－FILE，　eUl“PVT　DVTPVT－FILE，
008800
00sgeo
oogooe
oegloo
OO9200
0093eo
OO9400
009500
069600
009700
009800
eoggoo
elooooOIOIOO
OIO200
010300
0104eo
elesoo
O歪0600elo700
0肇08GOOIO900
01tOOOeMloo
Oll300
e314000115QO
O鯛600011700011800
0罰9000f2000
01　21　OO
OI2200
03　2300Dl2400
el2soe
Ol　2600
01　27　OO
e12800　PROCEDURE
O13000
013100
013200
　　　「任意時リラソ」である。このリランは，COBOLKWICのほ
　　03　FILLER，　PiCTURE　IS　×（1）．
　　03　1－7，　PIC“rVRE　IS　X（1）．
　　03　FlしLER，　PlCTURE　lS　X（2）・
　　02　O－BLOCK一．NUMBER．
　　e3　O－1，　PICTURE　I　S　×（1）．
　　05　O－2，　PICTURE　I　S　×（1）．
　　03　S一一3，　PICTVRE　IS　X（1）．
，｛tl塁農；言｝ε礫；§菱臼；：
　　03　D－6，　PICTVRE　IS　×（1）．
　　03　e－7，　PICTURE　IS　×（1）．
　　02　LETTER．
　　03　×一SIDE，　PICTURE　IS　X“）．
　　03　Y－SIDE，　PICTURE　IS　×（1）．
　　02　丁ES｛PgRAt●
　　 3　LEFT－SIDE，　PIC’1’URE　IS　9（1）．
　　03　RIGHT－SIOE，　P｛CTURE　IS　9（O．
　　02　STRA“rA－STORAGE．
　　03　G一一一AREA，　PICTURE　IS　×（2）．
　　e3　P一一AREA，　PICTURE　I　S　×〈2）．
　　03　S－AREA，　PeCTURE　IS　X（2）．
　　03　T一一AREA，　PICTURE　IS　×（2）．
　　G2　SIGNAし，’PIC丁URE　IS　X（1）・
　　02　STRATA－SIGNAし，　PiCTURE　I　S　X（2）0
　　77　El－MARK，　PICTURE　I　S　×（1），　VALIiE　IS　””．
　　77　eNE，　PtCTVRE　IS　9（3＞，　VALUE　IS　OOI．
　　77　ONE－2，　P］CTURE　I　S　9（2），　VALUE　I　S　OI．
　　77　NUM8ER－SIGN，　PICTURE　I　S　×（2），　VALVE　I　S　”＝S”．
　　77　BEGIN－PAREN，　PICTURE　IS　×（2），　VAtUE　IS　Y’（”．
　　77　END－PAREN，　PICTVRE　i　S　X（2），　VALVE　｝S　，’〉”．
　　77　WOR［h・一LENGTH－MA×，　PlCTURE　［S　9（3），　VAしUE　lS　O20●
　　77　GO一一一TO一一・PRjNT－ROUTINE，　PiCTVRE　IS　〉（（1），　VAtVE　IS　”P”．．
　　77　BEGIN－FLAG，　P｝CTU只E　IS　X（1），　VAしUE　IS　”B”●
　　77　G－ST8ATA，　P｝O丁VRE　！S　X（2），　VALUE　｝S　”G”．
　　77　TX－STRAI’A，　PICTURE　I　S　X（2），　VALUE　I　S　”P”．
　　77　S－STRATA，　PICTURE　iS　X（2），　VALVE　I　S　”S”．
　　77　T－STRATA，　PICTURE　I　S　×（2），　VALUE　I　S　”T”．
　　77　DATA－ZERO　PjCTVRE“tS　×（2），　VALVE　S　S　”Z”．
　　77　1－AREA－FUしし，　PICT”R巴　IS　9（3），　VAしUE　IS　O4・0．
　　 　　DIVISaSN．
　　PRIN丁一FlしE　AN£〕　SPEC｝Aし一FlしEg
READ－INPUT－F［LE．　　IF　BUTTgN－ON，1　GO　TO　RERVN一一ROUTINE．
　　　　　　　　　　　一46一
とんどすべてのプurグラムに組みこまれている。
　　KWICというと，日本語なら助詞，助動詞や翻詞，接続詞な：ど，英語なら
冠詞や前置詞などは省かれて，見出し語とならないのがふつうである。しかし
用語調査，雷語研究のばあいは，それとは条件が異なり，そういうものこそ，
まさに欲しいものである。そこで，このKWICプログラムでは，そのような
意味での単語の削除｛rk一一一切行なっていない。この点一般につくられている
KWICとは，少し異なっているところがある。
　　上にのべたC群のなかのプログラムのソートで，直前語優先と直後語優先と
．いうことをのべたが，実際に得られた用例表でどのような相違があるかについ
??????????????????????????????????? ????????????? ? ???? ???? ???? ???? ???? ?? ? ?【? 《 ? ? ?　　　　READ　INPUT－FILE，　AT　ENB　Gg　TO　END－ROUTINE．　　　　MeVE　AtL　ZEROES　Tg　SENTENCE－CDUNTER．
　　　　MOVE　Aしし　ZER〔］ES　TO　輿〔｝RD－COUNTERo
　　　　MeVE　DNE　TO　1－AREA．
　　　　MSVE　ONE　TO　1－POSITION．
　　　　MgVE　ONE　Te　O－FeSITION．
　　　　MOVE　ALL　ZEROES　Tg　STRATA一一STORAGE．
8しOCK－NUMBER－ADJUS’「Kl　ENT●
　　　　MOVE　BLeCK－NUMBER　IN　INPVT－AREA
　　　　TII　1－r－BLOCK－NUMBER　tN　WORK－AREA．
　　　　MBVE　t一一一1，　’V6　a－1．
　　　　脳OVE　l－2　丁0　0－2・
　　　　MOVE　1－3　’1’B　g－3．
　　　　MovE　1－4　”ro　o－4．
　　　　MOVE　1－5　TO　O－5．
　　　　｝XBVE　’1－6　TO　B－6．
　　　　MBVE　1－7　TO　O－7．
SYMBCL－EXAMINE．　　　　MgVE　LETIrER　IN　INPUT－AREA　（1－AREA，　［一一PBSITISNi）
　　　　下〔〕　しEτTER　lN　WOR｝〈一AREA●
　　　　IF　×一SIDE　llF　LETTER　IN　WORK－AREA　ES　EQUAt　lrO
　　　　E！一MARK，　G［｝　TO　REA［｝一lNPUT－F！しE．
　　　　fF　しε↑TE三R　lN　rvORK一・AREA　｝S　EQUAし　T〔〕　BEGiN－PARE卜1，
　　　　GO　TO　STRATA－PR6CESSING．
　　　　IF　LEτTER　lN　W〔｝R｝〈一AREA　lS　EQUAL　「「O　SPACE，
　　　　GO　Te　WRITE－OUTPUT－FtLE．
　　　　IF　LETTER　’IN　WgRK－AREA　IS　EQUAL　TO　NUMBER－SIGN，
　　　　GO　Tg　SENTENCE－COUNTING．
　　　　lF　X－SiD∈　OF　しETTER　lN　WORK－AREA　lS　EQUAL　了O　EI－k4AR｝〈，
　　　　GO　TD　READ－INPUT－FltE．
　　　　IF　Y－SIDE　SF　LEI－TER　IN　WeRK－AREA　IS　EQUAt．　TO　EI－MARK，
　　　　GO　TO　REAorlNPUT－FILE．
　　　　GO　TO　しETTER－MOVEσ
SENTENCE－COUNTING．
　　　　ADD　6NE－2　1－O　SENTENCE－C8UNTER．
　　　　MOVE　AtL　ZER8ES　TD　WOR［〉一COUNTER．
　　　　PERFORM　AD［｝～6NE－T〔yl－POSITION　THRU　AOD－E×1丁●
　　　　II　LETTER　IN　iNPUT－AREA　（1－AREA，　1－POSITION）
　　　　lS　EQUAL　T自　SPACE，
　　　　GD　TO　NEXT－CHARACTER－POSITIONNING．
　　　　GB　TS　SYMBBL－E二XAMINEo
しETTER－MOVEo
　　　　IF　O－PQSITICN　IS　GREATER　THAN　WORD－LENGTH－MAX，
　　　　MOVE　G〔〕一丁〔トPRINT－R〔〕UTINE　TO　SlβNAし，
　　　　GD　TO　WRITE－OUTPUT－FILE．
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て，少しふれておく。前優先で得られる用例表は，見出し語の直前の語がどん
な単語であるかによってまず排列され，それが同じ語である範囲内において後
の語が字母1順に排列されるのである。たとえば動詞イルを見出し語として検索
すると， 「……ガ イル」　「……テ　イル」　「……二 イル」などの動詞と助
詞の結びつきがまずはっき’りとつかめる。後ろ優先にしたばあいに．は，前優先
のばあいと逆で，うしろの語をまず字母1頃に並べ，それが同じ語である範囲内
において前の語を分類してあるのである。たとえば助詞ヲの見出しでみると，
まずそのうしろの動詞が「……ヲ アタエル」　「……ヲ イトナム」　「……ヲ
0181GO　　　　　　鰯OVε　しετTER　｝N　WORK－AREA　丁e　しETτER　lN
O18200　OUTPUT－AREA　（e－POSITION）．
O雀8300　　　　ADD　口NE　TO　O－P〔｝Si「ri〔｝N・
018400　GO　TO　NEXT－CHARACTER－PgSITIDNNING．
O18500　PRINT－ROUTINE．
018600　MOVE　HEAD一一YISRD　TO　WeRD　I　N　PRINT－AREA．
0藤8700　　　　　MOVE　BLDCK－NVMBER　IN　OU丁PU了一A只EA
OI8800　TO’BLDCK－NVMBER　IN　PRI，N“r－AREA．
018900　MOVE　SENTENCE一一NUMBER　IN　OUTPUT－AREA
O19000　Tfi　SENTENCE－NVMBER　IN’　PRINT－AREA．0191eO　MOVE　WnRD－NUMB’d 　I 　eUTPUT－AREA
O19200　TO　WgRD－NVMBER　IN　PRINT－AREA．
019300　WRITE　PRIN“IT－AREA．
019400　GO　“rO　VtRiTE－REAL．
019500　NEXT－CHARACTER－POSITIONNING．
019600　PERFfiRM　ADD－UNE－T6－1－POSITieN　’1’HRU　ADD－EXIT．
039700　GD　Tg　SYMBSL－EXAMINE．
O窪98QO　WR’1了E一〔〕UTPUT－FlしE●
019900　ADD　ONE　Tg　WORP一一COUNTER．02eooo
O20100
020200
020300
020400．
020500’020SOO
O20700
020seo
e20goo’021000
G2賀0◎
021　20e
O21　21　’O
021300
021400
0215eO　PERFORM　ADD－DNE－T［｝一1－POSITION　THRU　APD－EXTT．
021600　MBVE　LETTER　IN　INPUT一一AREA　（1－A・REA，　1－PeSITION＞
021700　　　　丁口しETTER　｝N　W〔｝RK－AREA．　　　・　　　　　　　．
023800　IF　LETTER　IN　WORK－AREA　I　S　EQUAL　TB　END－PAREN，
021900　GO　TO　NEXT－CHARACTER－PfiSITIeNNING．
022000　IF　Y－SIDE　OF　LETTER　IN　WSRK－AREA　iS　NUMERIC，
022100　GO　TO　NVMERIC－RIGH’1‘．
022200　　　　M〔IVE　ALI＿　ZEROES　TO　丁E嗣P【⊃RAL●
022600　Gg　’1’e　SIGNAL一一SET．
022700　NifMERIC－RSGHT．
e22800　MeVE　Y－SIDE．　OF　LEI’TER　IN　WORK一一AREA
O22900　　　　TO　RIGHT－S［DE　OF　TEMP〔IRAし．　　　ら
　　　M〔〕VE　WORD－C〔〕UNTER　Tρ　胃ORD－COUN丁一DEP〔｝了。
　　　MOVE　C－1　IN　IVgRD－COUNT－DEPg－r　’1’6　C一・1　IN　WORB－COUNT－STORE．
　　　MOVE　C－2　IN　WORD－COVNT－DEPgT　’1’O　C－2　IN　！VgRD一一CeVNT－Sl’ORE．
　　　MBVE’　O－BLOCK－NUMBER　I　N　WDRK－AREA
　　　TO　8しOCK－NU幣BεR　　l　N　OU下PUT－AREA・
　　　MOVE　STRAI‘A－STORAGE　Tn　Sl’RATA　IN　BUTPUT－AREA．
　　　MDVE　SENTENCE－COUNTER　TO　SENTENCE－NUMBER　IN　eVTPUT－AnEA．
　　　MOVE　WORD－COUNT－STBRE　“E“D　WORorNUMBER　IN　OUTPUT一一一AREA．
　　　　lF　SlGNAし　lS　EQUAL　TO　G〔｝∴T〔｝一｝「R【NT－R〔〕UTINE，．
　　　MOVE　SPACE　TO　SIGNAL，　．　　　　GB　TO　PRINT－R8Ul“・INE．
毛￥Rf「ピE－REAし●　WRlTE　〔3びTPUT－ARεA・
　　　M〔｝VE　SPACES　T口　HEAO一一WCRD●
　　　MOVE　ONE　Tfi　tsPOSITIeN．
　　　　Ge　TO　NEXT－CHARACTER－PDSITEONNINq．．
STRATA－PROCESSING’．
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　　イウ」　「……ヲ　ウケル」　「……ヲ　ウソエイスル」　「……ヲ　エル」など
と並び，しかも同じ動詞の前があとから字母順にならべられて，たとえばモヅ
に．ついては「イミ　ヲ　モツ」　「カクシン　ヲ　モソ」　「カチ　ヲ　モッ」
rカンyンヲモツ」「キタイヲモソjrキノウヲモツ」「キ・ウ
ミ　ヲ　モソ」　「コウカ　ヲ　モッ」　「コウノウ　ヲ　モッ」　「サヨウ　ヲ
モソ」　「シュダン　ヲ　モヅ」などのような連語構成が一覧でぎるようにな
る。これによってわかるように，前優先も後優先も，どちらも特徴があるの
????????????????????????????、???????? ????????? ?? ? ??　　　　PERFORM　ADD一［i’NE－TO－t－POSITtDN．THRV　ADorEXIT．　　　　MOVE　t－ETTER　IN　INPUT－AHEA．　（1－AREA，　1－POSITICN）’
　　　　Te　LE’rTER　IN　WORK－AREA．
　　　　IF　Y－SIDE　BF　LETTER　IN　WORK－AREA　IS　NifMERIC，
　　　　MOVE　RIGHT－SIDE　TO　LEFT一一・SIDE，
　　　　MOVE　Y－Sl’DE　OF　LETTER　I　N　WORK－AREA　TC　RIGHT－SIDE，
　　　　GO　TD　・NUMERIC－MOVE．
　　　　PERFORM　SUBTRACT－DNE－FRDM－t－POSI’E’t8N　THRV　SVB一一一EXI’i’．
　　　　G8　’fg　NUMERIC－MeVE．
NUMERiC－MOVE．
　　　　IF　STRATA一一一SIGNAL　I　S　EQUAL　TO　DATA－ZERO，
　　　　GB　TD　DA’1’A一一・ZERorPRINT．
　　　　IF　S’1－RATA－SIGNAL　I　S　EQVAL　’1’O　（teS．TRATA，
　　　　MOVE　TEMPeRAL　TO　G－AREA，
　　　　GO　’YO　S－fRATA－PROCESSING．
　　　　IF　STRA’1’A－SIGNAL　I　S　EQUAL　’re　FLSTRATA，
　　　　MOVE　’1”EMPDRAL　“rO　P－AREA，
　　　　GD　TQ　STRATA－PReCESSING．
　　　　IF　STRATA－SIGNAL　I　S．　EQUAL　TO　S－STRATA，
　　　　MDVE　TEMPORAL　TO　S－AREA，
　　　　GO　’1’O　STRA’r’A－PROCESSING．
　　　　IF　STRATA－SIGNAL　IS　EQVAL　’i’D　T－STRA”1’A，
　　　　MOVE　TEMPBRAL　Te　T－AREA，
　　　　GO　TO　STRA’YA－PROCESSING．
SlGNAL－SET．
　　　　IF　tETTER　IN　WnRK－AREA　IS　EQIjAL　Te　G－STRATA，
　　　　MOVE　G－STRATA　Tg　Sl“RATA一”SiGNAL，
　　　　GO　’1－g　STRATA－PROCESSI・N．G．
　　　　；F　1－ETTER　I　N　WORK－AREA　I　S　EQVAt　TO　f一一一STRATA，
　　　　MOVE　P－STRATA　T｛〕　S↑RATA－SIGNAし，
　　　　G8　TO　STRATA一一PR8CESSING．
　　　　｛F　しETTER　｛N　W〔｝Rlく一AREA　iS　EQUAし　T〔〕　S一一STRATA，
　　　　M6VE　S－STRATA　TO　STRATA一・SIGNAt，
　　　　GO　TO　S－1’RATA－PROCESSING．
　　　　lFL∈丁TER　IN　WMRK－AREA　IS　EQUAしTO丁一STRATA，
　　　　M〔］VE　T－STRATA　T〔〕　STRA一［A－S｝GNAし，
　　　　GB　’1’O　STRATA一一PROCESSING．
　　　　lF　しETTER　lN　WORK一・・AREA　lS　EQUAし　丁O　DATA－ZER〔〕，
　　　　GO　TC　OATA－ZERB－PRINT．
ERROR－ROUTtNE．　　　　MOVE　SPACES　TO　PRENT－AREA．　MDVE　“BLOCK一一NUMBER
　　　　TO　BしOCK－NUM8ER　IN　PR「NT－AREA・
　　　　M［｝VE”STRATA　F〔｝RMAT　I　NVAしll〕”　TO　W〔｝RD　IN　PR｝N丁一AREA●
　　　　WRI’1‘E　PRINT－AREA　BEFORE　ADVANCING　2　LINES．
　　　　G9　TD　READ－iNPUT－FILE．
ADD－ONE－TC－1－PCS［TION．
　　　　ADD　ONE　TO　1－POSI’1’ION．
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で，本来なら両方ほしいところである。
このようなことについては，この報告論文の末尾に実例が示してあるので，
参照してほしい。
　以上述べたように，このCOBOL－KWICはいくつかのプログラム・グルー
プから成り立っている，全一体のプログラムシステムである。次にそのひとつ
ひとつについて，やや立ち入って説明をしてみたい。
3．長単位処理ルーチン
　ここでは長単位処理のチ；ック・プログラム・グ／u・一プについて述べる。こ
こに含まれるフsログラムは，LUP－0，　LUP－01，　LUP－02，　LUP迂，　LUP－10，
LUP－2，ソート，　LUP－3，ソート，　LUP－4などである。　LUPはLong　Unit
：Proccessorの意で，テープラベルのLUDのDはDataである。このプログ
ラム群の鼠的はさん孔された紙テープのメカ的誤さん孔をチェックし，層別等
についての人間作業をある程度チェックし，必要があればデータのメンテナン
スを行ないえるようにし，一語一語のyコードを作成して文内度数を数えたフ
ァイルをつくる，という点にある。
　次IC一一・・つ一つのプログラムについて，大体を説明することにする。くわしい
e28100　’　IF　1－POSITIaN　I　S　GREATER　THAN　1－AREA－FULL，
0282eO　ISDD　ONE　TO　1－AREA，
028300　MeVE　MNE　Tg　1－PDSITION．
028400　AD．D一一i…Xl了・　EXIT●
028500　SUBTRACI“一一BNE－FROM－1－PnSIT［BN．
0286eO　SUBTRACT　ONE　FRBM　1－POSITIgN．
e28700　IF　1一一POSITION　IS　EQUAL　TO　ZERO，
028800　SgBTRACT　eNE　FROM　1－AREA，
028900　　　　　MOVE　l－AREA－FUしし　Tg　l－POSITION．
029000　SVB－EXIT．　EXI“1’．
029010　DATA－ZERO－PREN’r．
029020　MOVE　SPACES　TO　PRINT－AREA．
e29030　MgVE　C－BLaCK－NUMBER　’i”a　BLOCK－NUMBER　IN　PRiNT一一AREA．
029050　　　　MOVE　”DATA　ZER〔｝”　Tg　MESSAGE　lN　PRIN丁一AREA●
029060　　　　WR！Tε　PRIN丁一AREA　BεF〔｝RE　ADVANCING　2　LINESo
g29070　GO　TO　READ－INPU’1‘一FILE．
e29100　RERUN－ROV’1－INE．
029200　CLOSE　SPECIAL－FILE　REEL．
029300　GM　TS　READ－INPUT－FILE．
e29400　END－RfiVTINE．
029500　　　　　Cし〔｝Sff　iNPUτ一FlしE，　OUTPU’r一一FlしE，　SPEClAし一FlしE，
029600　PRINT一一FILE．　ST8P　RUN．
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ことは，プログラムのなかを読まなければわからないが，くりかえしていうよ
うにプログラムlfX　COBOLで書かれており，その書き方も人に読まれることを
予想してできるだけわかりやすいように．工夫してあるつもりであるから，オペ
ンーションなどの上で疑問を生じたら，一度読んでみることを希望する。
　LUP－0．（L　Oと略称，以下同じ）
　これは紙テープデータをよみこんで最後にend　of　item記号を書き・入れた
ファイルをつくることを目的としたプログラムである。紙テープデータのエン
ドマ臼田クとして，どの紙テープのうしろにも＝E／Bのマークがはいる約束にな
っている。このプVグラムではこれを読むと自動的にリランをとるようになっ
ているので，紙テープの終わりでいつでもしごとがやめられるようになってい
る。紙テープのはじめのブUック番号のところだけがラインプリンタで印字さ
れる。もし出力ファイルを閉じたければCLOSE　INPUT－FILE．というデー
タを入れればよい。
　このプログラムはFCPを使用したアセンブリ言語で書かれている。これは
COBOLでREAD命令を発すると，あらかじめCOBOL　FORMATに．編集
した紙テープしか受けつけないため，COBOLが使いにくいからである。もし
どうしてもCOBOLを使うのであればENTERを使うよりほかないだろう。
ここではそうしなかった。
　LUP－01．（LOI）　このプuグラムはLUP－0．でよみこんだデータ・ファ
イルが複数巻に分かれているものを一本にまとめるプログラムである。プログ
ラムはベーシック。アセンブラで書かれている。
このプログラム，あるいはLUP－10のいずれかによってファイルをまとめれ
・ばよいが，後者は処理速度がおそい。
　LUP－1．　（L1）
　このプログラムのリマークの項に，
　REMARKS．　THIS　PROGRAM　C肥CKS　MECHANICAL　PERFORA－
　　　TION　ERRORS　OF　KANZI－TELETYPEWRITER．
とあるが，これがこのプログラムの目的である。このプログラムのなかでは，
ブロック番号が正確にできているか，12ビットすなわち2ディジット1漢テレ
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文字の区切れが最後まで完全か（どこまで1ディジットのぬけがないか），12
ビット2ディジットのうちどちらかがスペースになることが多いが，どこでそ
れが起きているか，などをチェックした。以前のJ字チェック（参照報告31，
143ベージ）を省略し，かわりに右か左いずれか一方のみがスペースになるも
のを拾い出すことに改めた。そしてテープのなかのどの部分でエラーが起きて
いるかを見やすく印字できるプログラム（紙テープにさん孔してある）を作成
しこれを併用することにした。これはエラーの摘幽について有効であり，それ
を用いて紙テープの修正を行なうばあいにも便宜が与えられるようになり，作
業上のスピードが大幅に改善された。
　木村繁氏が行なったLAST　NUMBER－S王GN　CHECK：（報告31，143ページ
参照）は有益有効なので，このプログラムでもこれをなぞった。これは原文が
メカ的な事情で二つに切れてしまったばあいに威力を発揮する。処理したもの
について，ブロック番号のうしろに，完全もなのについてはCOMPL£T£と，
欠陥のあるばあいはその種類と場駈が印字される。
　このプログラムのなかでは原文のなかに自動的にはいった漢テレの自動復改
記号がとりのぞかれるが，ブロック番号を除き，復改コードを除いて，4000漢
テレ字のものまでCOBOL－KWICでは処理できるようになっている。したが
ってLUP－0で処理する紙テープでは漢テレ4150字（HITAC3◎10では8300字
程度まで）の入力は可能である。しかしそれをこえると“AREA　OVER”の
印字が出る。
　このうしろにLUP－10．というプログラムも作成してあるQこれはLUP－1．
で処理したいくつかのファイルを合わせて1つのファイルにするプログラムで
ある。
　LUP－2．　（L2）　・
　このプログラムは内容を示した。そこにREMARKSがあるが，別に新聞用
語調査のデーータでなくともよいので，とにかくスペースで区切られたところま
での文字連続を一語として取り扱い，これを1Vコーードにするプログラムであ
る。レコードは，ブロック番号，文番号，単語番号，層および見出し語のよう
になっている。
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これらの文や語のカウントをなかでやっている。
　このプログラムのなかで，原文のなかにあった層に関する情報が編集されて
各語につけられる。GPST（参照，報告31，3ページ）のそれぞれの数値がは
いる。新聞用語調査以外のばあい，GPSTに勝手な意味と勝手な数字を与える
ことがゆるされ（数値は二けた以下），何も与えないことも許される。ただ層
の表示法で欠陥があるばあい，たとえばGPST以外の文字が現われたばあいと
か，層表示終了のマーク“）”がないばあいは，警告を発し（STRATA
FORMAT　INVALID），そのデータはネグレクトされる。
　もとの新聞のデータでブロック内に文字がなかったばあい，も印字：される
“DATA　ZERO”．
　ソート1。ブロック番号，センテンス番号，単語番号。このソートは次の
LUP－3。のために行なう。
　LUP－3．　（L3）
　REMARKS．　THIS　PROGRAM　｝IAS　TWO　AIMS，　ONE　OF　T｝1［EIV［
　　　IS　TO　CHECK　THE　LONG　UNIT　INPUT　DATA　FORMAT
　　　ESPECIALLY　CONCERNING　STRATA　1NFORMATION，
　　　THE　OTHER　IS　THE　MAINTENANCE　OF　DATA
　　　ESPECIALLY　DOUBLED　DATA．
これは，デリートしたいデータのデリート，2重以上にはいったデー一夕を一通
りだけ残すこと，GPSTのうち◎になるものかあるいは一定以上の数値のも
の，たとえばGなら18以上のもの，はフォーマット作成上の（人間の）エラー
とみとめて，そのデータを取り除くQ
　新聞語い調査以外のデータはこのプログラムを通さない方が蜜全である。通
しても通さなくても，磁気テープ上の記録は変わらない（ラベルだけは変わ
る）。
　データをデリートするときは，INTボタンを押して紙テープをよみこませ
てからメインプuグラムにうつる。デリートデータはブロック番号で7けたと
e／i，これをノン・ラベルのフrk　・一マットで紙テープさん孔する。
　ソート2。見出し語漢テレ順，文番号，単語番号順。次のLUP－4．にそな
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える。これはまたKWICのTABLE－COLLATEの入力ファイルでもある。
　LUP－4．　（L　4）
REMARKS．　FREQUENCY　COUNTING　OF　WORD
　　　　　　　　IN　A　SAME　SENTENCE．
　どの単語でも現われた限り少なくとも1園とカウントされるわけだが，この
プログラムのなかでは同一文豆での出現度数をカウントするだけである。これ
は本来それほど必要なステップでもないが，すでにできあがっている長単位処
理プログラムではこうなっていないと動かないようになっているので，これを
入れたのである。単語レコードを作成するステップのなかでやってもよいこと
だが，KWICにつなげるためにはこのようにした方がよく，文内ソートをする
よりもこのようなプログラムをつくった方が時闇が経済だからである。このプ
ログラムによって，磁気テープファイルの数を多少少なくすることがでぎた。
　このプログラムではBLOCK－NUMBERとSENTENCE－NUMBERをまと
めてNUMBER－INFORMATIONと定義しているが，このプログラムのt・1：1心
は
　IF　WORD　IN　INPUT－AREA　IS　EQUAL　TO　WORD
　IN　LAST－DATA　AND　NUMBER－INFORMATION
　IN　INPUT－AREA　IS　EQUAL　TO　NUMBER－INFORMATION
　iN　LAST－DATA，　GO　TO　FREQUENCY－COUNT，
　OTHERWISE　GO　TO　WRITE－OUTPUT－FILE．
のように表現されている。
　このプログラム終了後，データは，長単位処理後半部分，RUN　1以降（斎
藤秀紀氏，花井夕起子嬢作成のプログラム）へと渡されるのである。
4．漢字解読用例印字ルーチン
　このプログラムグループは，長単位処理の途中からデータを受けてこれを
：KWIC　印字へとつなぐ役目をするが，インプットが漢字かなまじり丸アウ
トプットがかな文であるため，その漢字部分をかなに改める役目をする。ふつ
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うの形の日本文を読みくだすという作業をするわけである。
　ここで二つほど取りあげたい悶題がある。それは漢字解読のシステム・アナ
リシスとそのなかでの辞書検索の方法に．ついてである。
　漢宇解読のシステムとしてはすでに田中章夫氏のものがある（言語硫報告
34，107ページ）。これは一定の小さなテーブルを用いて短時聞に処理できる
が，このテーブルがはん用性をもっている点は特に便利である。ただ現在のど
ころ固有名詞，連濁・連声・音の交替・あて字・熟字訓などは，本格的な処理
を臼ざしていない。
　薪聞言語調査のばあいは，漢字にかなをつけたファイルが，すでにできてい・
る。かなふりは長単位の語について入閥が行なったものなので，その範囲内で
はかなり正確なはずである。これを用いれば，連濁・連声・音の交替・あて
字・熟字訓などは正確に処理でき’る。「一〔いち〕般〔ばん〕に夏〔なつ〕す
ぎから．上〔じょう〕向〔こう〕くという観測が有〔ゆう〕カ〔りよく〕なよう
だが」，のようなばあい，漢字がはいっているから読みやすいが，漢字をぬい・
てfイチパソニナソスギカラジョウコウク　ト　イウカソソクガ
ユウリョク　ナ　ヨウダガ」となるとわかりにくい。　「年〔とし〕が明〔あ〕
けても引〔いん〕続〔ぞく〕き行〔ゆ〕われ」　（以上2例，（報告34，128，
127ベージ）を「5シ’ガアケテモインゾクキユワレ」となると，読
みに．くい。このような純粋かな文では，連濁なども正しくできていた方がよみ
やすい。また新聞では人名・地名など固有名詞が非常にしばしば出てくるの
で，この点も解決したい。そのためlcは，新聞用語調査の用例印字の範囲で
はタ上述の辞書を使った方が，より有効であろう。ただ急信点としては後にく
わしく述べるように，二様以上に読み分ける必要のある語表記が読み分けられ
ないのだが，これは語単位なのでさいわいに．してそうひどく多くはない。事実
実際にプUグラムを作成し検査したところ，漢字の正読率は，固有名詞，連
濁・連声などをすべて計算に入れてもなおかつ99パーセントを上回る好結果と
なった。これなら実用プログラムとして使用できると思われたので，さっそく
使絹したのである。このような文宇よりも長い単位で扱う方が解読率がよくな、
ることはすでに田中氏も書及されている（報告34，137ペー・一　S7）。
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　このように，文字単位よりも語単位の方がよい結果が出るのはどうしてだろ
うか。
　これは，日本語のなかでの漢字使用が，通常は語の表記にあてられているか
らだ，と考えることができるのではあるまいか。語といったが，形態素といっ
てもよい◎アラワレルを「現われる」とも「現れる」とも書くことができるの
は，そのためであろう。タバコを「煙草：」，ウルサイを「五月蝿い」と書くこ
とができるのも，その一つのあらわれにすぎないのではないか。ウが五にあた
るのではないから，このばあいのウルサイと五月蝿いとは，シドニー・M。ラ
ムの　stratiflcational　grammarの表示法では，多分少なくとも一つ上の層
を通してしか結びつかないであろう。それはすなわち語あるいは形態素を蓑記
するということにつながるのではないか。実は日本語では，漢字もかなも，と
もに語を表記するためにあるといえる（中国語の事情はわからないが，おそら
く語を表記するためにあるといえよう）。
　語を表記するのであれば，漢字を読むばあいに語として読むということは，
当然の方法である。この漢字解読はこのレベルで行なっているので，結果がい
いのも当然であろう。ただし同じ文字連続（一字のも含めて）において二通り
以上の読みのあるもの，たとえば「高潮」の「たかしお」「こうちょう」，
「国立」の「こくりつ」「くにたち」，「今日」の「きょう」「こんにち」，
「左側」の「さそく」「ひだりがわ」，「夫婦」の「めおと」「ふうふ」，「工
夫」の「くふう」　「こうふ」　（参照LDP　6）などや，　「問」の「けん」　「か
ん」　「はざま」　「あいだ」　「ま」などは読みわけができず，どれか一つがはい
るようになっている　（はいるものがいつでも一つにきまっている）。これらに
ついていえば，文のなかにおいて語がきまるのであって，やはり語の認定がで
きないから読みがきまらないのにほかならない。この種の二丁目以上あるもの
は，そのいずれか一つがはいっているので，このばあいには誤りになるわけで
あるが，これらの語が比較的少ないので，そのままにしておき，その判定を文
脈を人間がみて定めうるようにしたのである。
　辞書を用いるとすると，辞書に出ていない語が出てきたらどうするかという
ことを考えなければならない。このばあい，手軽には人間が教えるのがよい
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し，はじめの趣旨にもかなうだろう。そこで，辞書にない用語をリストして人
間に教示をこわせるように設計した。これを教えてやれば，その単語について
の読みを理解し，辞書をふやすことができよう。
　辞書を作成・保守する／tZ・一一チソは，別につくった。これについては，6．の
付属ルーチンの項で述べる。
　さて，辞書をひくという設計のばあい，最も問題なのはテーブル・ルック。
アップのプログラム手法である。これをへたにつくると，小さなテーブルを引
くのにも意外な晴問がかかる。磁気テープをいちいちリワインドしたりすると
手間だけでなく，ファイルの損傷も考えなければならない。大量の処理のばあ
いに．これを気にしているようでは困る。文字でなく語単位で扱うばあいの問題
点が実はここにあるので，プログラム的に解決してゆかねばならない。この点
について，筆者はさきに，計算機のなかでのインナー・ソートを行ない，それ
からテーブル・ルック・アップを行なうことを考えてみた。これを実験してみ
て，大変効果があった。このことは小文「電子計算機による語い調査の一実
験」『ことばの研究』2で報告ずみである。これは，ハーバード大やソ連での
実験でもその例があるらしい（G．Mounln：La　machine　a　traduire．1964
Mouton）。　筆者のさきの実験のばあいは筆者が作成したソートプuグラムを
利用して，計算機本体のなかで一文ずつソートを行ない，一一文ずつテーブル・
ルック・アップを行なったのであった。このCOBOL－K：WICのは，二通り以
上の読みがあるものについて読み分けを行なわないことにしたので，一文ずつ
のテーーブル・ルック・アップでなくてもよい。すなわち文でなく全文章一一一lytの
テーブル・ルック・アップであってよいのである。思い切ってこのような設計
にしたところ，非常に早くテーブル・ルック・アップができるようになった。
すなわち，辞書10万語（異なり），文章10：万語（10万αd5万β，延べ）でテ
ーブノレ・ルック・アップは40分でできた。
　このようなコy一ト式テーブル・ルック・アップでは前とうしろにソートが
心要であるが，さいわいにして，前のはすでに長単位処理のにふくまれている
ので，すんでしまっている。これをそのまま使用すればよい。うしろのはブU
ック番号などによってもとの文章の順にもどすものであり，これは行なわなけ
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ればならない。このソートは，サービス・ルーチンとして提供されたものを使
用した。
　この種の辞書引き’のルーチンは，漢字の解読ばかりでなく，その他の作業の
ばあいにも有効である。語種や訳詞など，いわ＠る付加情報の付加処理のばあ
いにも有益な手法であろうと思う。その方法はtable　collate自体のプuグテ
ムの修正なしで，辞書を変えるだけで可能である。
　そこで，このCOBOL－KWICのメイン仕様では，漢字を解読するだけでな：
く，長単位を短単位に切る作業も同時に行なわせたのである。これは辞書がそ
のようになっていればよいだけで，メイン・プログラムにはいささかの変更も、
要しない。だから辞書をかえれば，それだけで短単位に切らないようにするこ
ともできる。一応短単位lcした：のは，その方がKWICとして役に立つものが
できるからである。
　次にこのルーチンを構成する，各プログラムについて概略説明する。
　TABLE－COLLATE．　（COL）
　長単位処理LUP－3．のあとのソートのすんだデータをインプッ5とし（こ
れは漢テレ順に並んでいる），辞書（これも漢テレ順にならんでいる）と対照
して漢字の読みと短単位のくぎり目のついた情報をそのまま書き写して，ブロ
ック番号，文，単語番号に添えたデータをアウトプットする。辞書にない見出
し語は紙テープに出す。このプログラムの基幹部分は，インプット・ファイ
ル，テーブルファイルを読んだあとの次の部分である。
　IF　WORD　IN　INPUT－FILE　IS　EQUAL　TO
　HEAD－WORD　IN　TABLE－FILE，　GO　Te　WRITE－OUTPUT－FILE，
　OTHERWISE　IF　GREATER，　GO　TO　READ　TABEL－FILE，
　Otll’HERWISE　IF　LESS，　GO　TO　XVRI’TE－UNMA　II’CHEI）一FILF．一．．
　漢テレ順に並んだものどうしのコレートであるから，TAPE　SWAP以外の
リワインドはない。
　ソート3。ブロック番号，文番号，単語番号に．よる。
　WORD－TO－SENTENCE－MAI〈ING．　（WS）
　単語ファイルから文ファイルに改めるプログラムである。ブロック番号と文
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番号をあわせてNUMBER・INFORMATIONとし，次のように書いたステー
｝メントがこのプログラムの眼目である。COMPAR魯AREAにはrつ前のデ
ーー^がはいっている。
　IF　NUNBER－INFORM［ATION　IN　INPUT－AREA　IS　EQUAL　TO
‘　NUMBER－INFORMATION　IN　COMPARE　AREA，
　GO　TO　SENTENCE－GATHERING．
　GO　TO　WRITE－OUTPUT－FILE．
　なおこのプログラムは薪聞用語調査の用例印字のばあいには漢字解読ルーチ
ンの一環として使用されるが，このプログラムのごく一部を変えたWORD－
TO－SENTENCE－MAKE－K・（WSK）というのも用意した。これは最初から全
部かなで入力したもの，あるいは「解〔かい〕説〔せつ〕」のように最初から
三三にかなをつけて入力したものを取りあつかうことができるようにしたもの
である。このプログラムのインプットデータはLUP－2．の処理を受けたもの
すなわち“LUD－2”である。
　KANA－TEXT－MAKING．　（KTM）
　上のWORD－TO・SENTENCE－MAKING．あるいはWORD－TO－SENTEN－
CE－MAKE－K：．のアウトプットをインプットし，漢テvコードのかな文字によ
る純かな文作成を行なうプログラムである。インプットの「解〔かい〕説〔せ
つ〕」を，　「かいせつ」に改める。
　このプログラムは現在そのようになっているが，これに手を加えれば，「解
〔かい〕説〔せつ〕」をたとえば「かい〔解〕せつ〔説〕」に直すことも考え
られる。このようにしてできたKWICは表記の状態が調査できるようになる
だろう。
　このKANA－TEXT－MAKING．のプログラムによって，漢字解読ルーチン
は終了する。
5。　用例印字ルーチン
前述の漢字解読で作成した完全なかな文を，
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ラインプリンタで印字するまで
の諸手続き’を形成するプログラム・グノレープである。主なしごととすると，漢
テVのかなコードをライン・プリンタのコードに直すこと，原文の一覧表をつ
くること，KWICのフit・一マットをつくること，それを印字することである。
　CHARACTER－CONVERSION．　（CC）
　前節でできた完全かな文について，ラインプリンタで印字ができるようにか
ななどの漢テレコードをラインプサソタのそれに直す方法である。このプログ
ラムでは，コンバージョンをテーブル・ルック・アップの方法で行なっている
ので，少し手直しすればかな文字でなく，ローマ字で印字するようにすること
もでぎよう。このように，主としてテーブルの操作によってプログラムの基本
的な点に手を入れなくても他の種の変換ができ’るようになることは大変いいこ
とであるが，原文の1字1字目とりあげ，これをテーブルのなかの1字1字と
照らしあわせながらコンバージョンするというのは，時問的にみてやや長くか
かる欠点がある。本来なら辞書の段階で直しておくのがよいだろうし，あるい
は文字ごとのレコードをつくり，ソートするという方法もあるかもしれない。
それをしなかったのは，あくまで漢字情報入りのKWICが必要だと考えてい
たからであるQ
　COBOLでのこの種のデータの取り扱いは，プuグラムを書くばあいに，はき・
わめて便利であるが，作成したプログラムはラン・タイムではかなりの時閥を
要することIC　f£つた。しかしENTER動詞を使用しなかった。
　漢テレの文字数とラインプijンタの文字数では，漢字をぬきにしてもかなり
の開きがある◎特に記号類，小さいッヤユヨィェォ，「を」などはやむをえな
い。小さいッヤユヨ類は大きい字で代用し，足りない記号類はすべて“÷”で
代用，「を」は最後に並ぶようにしてオと印字（64文字で＝＝＊）することにし
た。
　TEXT－PRINT－OUT．　（TPO）
　ライン・プリンタ・コードになったかな文字を編集して用例一覧表をつくる
プログラム。このプ．nグラムの中心は
　WRITE　PRINT－AREA，　BEFORE　ADVANCING　2　LINES．
にある。前にも述べたが，KWICの用例印字が前後一定字数のところで切れ
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ているので，このEP字があるともとの文にもどれて便利である。これはブVッ
ク番号と文番号で検索することが可能である。
KWIC－FORMAT－MAKING．　（KFM）
　もとの文の各単語をとりあげて見出しとし，その前後の用例を編集して，次
のプログラムKWIC－PRINT－OUTの入力ファイルを作成する。同蒔にソーF
キーを指定しやすい形につくる6このプログラムの論理は別にブロックチャー
トで示したが，ENTER動詞を使用せず，純粋にCOBOLで書くと便利では
あるが実際はやや複雑になる。このためラソタイムで時間がかかることになっ
た。
　ソート4◎見出し語，直前語あるいは藏露語，直後語あるいは直前語をソー
｝・キーとして分類する。直：前直後の相違についてはすでに述べた。
KWIC－PRINT－OUT．　（KPO）
　最終的な：プリント・アウトのプログラムである。
＄．付属ルーチン
　辞書の作成と修訂のルーチン。
　KANZI－BETA－TABLE－MAKING．（KBT）前に述べたように，用語調査短
単位処理プログラムのなかで作成される“BETA－011”というファイルから，
そのβ3にあたる，漢掌のよみと短単位切りの情報をもった部分をぬき出し
て，　TABLE－COLLATEで使う辞書“KB－TABLE”をつくるプログラムで
ある。このプログラムを改造してβ2を取り出すとかなだけのものができるQ
辞書は固定長にしておいたが，これは辞書が大きくなるマイナスより，検索病
間が長くなるマイナスを防ぐようにしたためである。逆のばあいの実験をして
みなかったが，論定長にしたことは，有益だったと考えている。
　MAINTENANCE－TAPE－READ．（MTR）TABLE・COLLATEでUNMA－
TED－FILE　として繊てきた語のリストにつき’，人聞が漢字のよみ方を旛示し
た内容をさん亡した紙テープを読みこみ，辞書のフォーマットを作成するプU
グラム。
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KWIC－FORMAT－MAKING．
　　　BLOCK一一CHART．
，
1ミEAD
DATA　END
lr－IRs’r　’“roRD
TO　SORT
KEY　AREA（THIS－IVORD）
｝IEAD　WORD
“10VE ’IF　＄E’！　’1”ENCE－ENP
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二DICTIONARY－MAINTENANCE．（DCM）上述の読みとみ内容をトランザ
クション・ファイルとして1マスターファイルを更新するプログラム。指定さ
れたフrt　一一マットにしたがって削除，追加，訂正ができるようになっているQ
　用例検索（IR）ルーチン。
　SPECIFIED－DATA－EXTRACT．　（SDE）
　研究者が欲する語の用例だけを求めるばあいに使用するルーチンである。紙
テープに欲する語を301eの333Cカナコードで入れるとリクエスト・ワード
だけのファイルができる。これを前または後の語を優先してソートするか，ま
たはしないで，KWIC－PRINT－OUTのルーチンにかければ，その用語だけの
KWICができるようになっている。紙テープは96文字コードで語を書き，全
部で2趣けたになるようにあとをスペースでうめ，e／iをつける。全体はノンラ
ベルの紙テープフォーマットにする。
7．問題点など
　このプログラムのジ長単位処理の部分を使ってすでrc　200万語が処理され
た。大部分は間題なく終わっているといってよいのであるが，一部に連絡不十
分のための事故が出ている。それは，パンチの上でおしてはならない盤外キー
を誤まって押してしまったばあい，長単位のプログラムの後の方で故障がおき
たのであった。ただこれはきわめて例が少なく，かっきまったタイプのエラー
なので，特別のプログラムをつくって長単位処理を終わらせてしまった。この
事故はCOBOL－K：WIC自身のなかでは少しも影響をこうむらないように，安
全装置がついていたので，COBOL－KWICのなかの長単位処理プvグラムはい
じらないことにしているのである。
　次に辞書の作成時に，辞書があまり大きくなることをおそれて情報を漢テレ
40字でおさえてしまったことも問題である。そのために長いものを途中で切る
ことをあえてした。ただできあがったKWICをみていると，この種の例はき
わめて少ないために，ほとんど気がつかない程度である6もし将来このプcrグ
ラムに手を入れるとしたら，この点が問題になろう。
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　このプログラムを実際に全部通して運転してみた感じでは，問題点はCHA－
RACTER－CONVERSIONとKWIC・FORMAT－MAKINGにある。この二つ
が全体の所要時間の五分の三以上を占めるのである。それは主として中央処理
装置のなかでのしごとなので，全体の効率は中央処理装置の速度の向上によっ
て，かなり改善されよう。1◎万α語（蟷15万β語）での全処理で約百聴聞かか
ったが，さきの二つのプログラムのほかで野馬がかかるものは，紙テープの読
みこみという人間作業を伴うものでしかもメカ的な限界があるもの，およびソ
ートであって，これは作業の性質上いかんともしがたい。
　このプログラム作成の目的ははじめに述べたが，これに関して言い添えてお
きたいことがある。このプvグラムが主として薪聞用語調査の用例印字によっ
て同語異語の判定に役立つことを考えたこと，および，語い文法表記文体など
言語学的な各種の分析に必要なデータを供給するためであることはすでに．述べ
たが，このそれぞれについてである。
　まず同語異異の件であるが，同語異異の操作は単位切りとならんで，用語調
査の基本である計量単位の基本点であるということができよう。新聞用語調査
では単位分割の方は一応形をととのえているが，岡語異語については全く手を
つけていないといってよい。これは明らかな片手落ちであって，このままでは
計量単位として半分はできているが，半面はゼロに近いという不完全な語い表
になってしまった。この新聞用語の調査自身の欠を補う必要のあることは当然
であるが，次の用語調査を設計するに際しても，このことは現段階の最大の課
題としてとりあげなければならないはずである。その自動化ができるかどう
か，筆者としてもプログラムによる実験をしたことはないではないが（論集
2），当面すでに，全面的に行なうことはむずかしいかもしれない。だとすれ
ぽ不完全な自動化はその修正の手間と，エラーの見のがしなどの点から，むし
ろ，次の用語調査はむしろKWICを主体にするという考え方を持ってもよい
のではないかと思う。このばあい，できれば漢字の高速プリンタを備えて原表
記のままのKW℃ができることが理想的であろう。こ航はメカ的なコンディ
ションによるところが大きいのであるが，このCOBOL－K：WICはそのような
点まで見通して，設計したところがある。すなわち，そのようなプリンタが入
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手できたばあいでもなお有義をもつであろうものを，最優先で作成したのであ
る。そのプログラム手法は機種が変更されてもそのまま生かされるであろう。
　フランスで行なっている世界一の規模をもつ大用語調査についての情報は，
いまだ十分に入手していないが，先年日本で行なわれたFIDの大会で，フラ
ンスのF．昆vy疑から聞いた話では，この作業の中心は“faire　des　con－
cordances”であるということのようであった。用語調査の基本は多分この面
でもconcordancesをつくることであろうと思う。この点からも（KWICのフ
牙一マットでなくてもよいが）用語調査はKWIC的なものを主体にすべきで
あると考えられる。
　野営印字の結果が文法・語いなどの言語学的研究に有意義であることはすで
に述べたが，そのような文法・語い論的な概究が逆に弾語情報処理に寄与する
ことが多いことはすでにのべた。このようなデータは電子計算機による日本語
の基礎的研究にも有益である。用語調査を計算機で行なうことは雷語情報処理
の一つと考えるべきであるから，語い調査の結果が語い調査にかえってくると
いうことも十分考えておかなければならない。このようにして用語調査の方法
が少しずつ改善されなければならないのである。そのような意味でさき・に作成
した自動分かち書きのプvグラムの文法・語い論的基礎としてこのCOBOレ
KWICで作成したデータが十分に利用できると思われる。このことも当初か
らねらった点であった。
　以上のような理由から，このプログラム作成に続く問題として，次の二つの
ことが｝Mてくる。一つは将来漢字の高速プリンタが導入されたばあい，このプ
ログラムの手法のうち欠点を改め，よい点を採用して，用語調査の重要部分を
なすものとして，新しい機種に即したプログラムの条件を考えてみることであ
る。COBOLで書いてあるということが，この際重要な意味をもってくるわけ
である。もう一つは，このプuグラム自身のアウFプットを利用して，言語学
的な調査研：究を行なうことである。例に示した助詞ヲ十動詞モツの目的語とし
て，どんな名詞がくるかというような分析は，言語情報処理にとって有益な基
礎資料となるであろう。
　なおこのほかに，このプログラ作成の動機として，実務として長単位処理を
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なんとかしなければならないという必要があったこと，プログラム言語として
コンパイラ使用を検討してみる（世間の常識からすればやや遅きにすぎるが）、
ことなど，いく．つかあるが，すでに琶及してあるので，ここではくりかえさな
い。
　このプログラムは新聞用語調査の入力フab　一一マットに大体従えば，多少のず
れがあっても扱うことができるようになっている。もしはじめからすべてかな
で入れたとすれば，このなかの漢字解読ル「チンをとばして先へ進めればよ
い。層の表示も新聞以外のものでは，あまるものと不足のものとあろう。GP
STを勝手に定義すれば，自分なりの使用法ができる。2けた以内の数字なら
自由に使ってよい。ただしこのようなばあいには，LUP－2．のあと漢テレJ1贋
のソー・一　｝をしていきなりWORD－TO－SENTENCE－MAKE－K．に連続させなけ
ればならない。そのあとK：ANA－TEXT－MAKING．以下を通すのである。こ
のぼあいKAKA－TEXT－MAKING．を通すのは，不要なようであるが，実に
そうすることによって，「学〔がっ〕校〔こう〕へ行〔い〕く」のような
入力紙テープも同様に処理できるようにしたためである。短絡のプログラムを
いちいち作らないで，類似のものはなるべく道を一つにしてプログラムの本数
をへらしたのである。
　ここで作成したKW玉CはKWICのひとつの見本にすぎない。他の種の
KWKが考えられる。意味の番号や品詞などくわしく記入したKW王Cは，さ
らに有益であろう。さきにも述べたように言語研究の最も基本的なデータであ
ると思われるので，さまざまな形のKWICが出ることを期待する。特に単語
の意味情報をつけたKWICは文法，語い論的研究にとって有益であると思わ
れる。もしこのCOBQL－KWIcを延長するとすれば・辞書の形を工夫するζ
とによって解決できよう。
　このプログラムの作成は大体筆者が行なったが，すでにしるしたように，デ
ータマージの段階でのプログラムを斎藤秀紀氏にお願いし，キー・パンチャー
がinhibit　characterを押したばあいのあとしまつのプログラムを花井夕起子
嬢にお願いした。オペレーションとプruグラム修正の一一・　Utを花井嬢にお願いし
た。これには組みこまれていないが，より充実した検索システムの作成を村木
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プmグラムゼオペレーションー覧
LUP－O
LUP－Ol
LUP－1
LUP－le
LUP’“　2
LUP－3
LUP－4
COL
ws
・WSK
KTM
cc
TPO
KFM
KPO
KBT
MTR
DCM
SDE
入　力
?????）???????、??ーー?、??
出　力
IR（注）
3R，LP
3R
3R，LP
3R，　LP
3R
3R，LP
3R
3R
3R，LP
3R
3R，LP
3R
LP
3R
3R，LP
3R
3R
その他
。
?
5（KB－
TABEL）
?
リラン
（．ふつうINT）
自動，2R
不可，2R，4R
不可
可，2R，4R
可，2R，4R
可，2R，4R
可，2R，4R
可，2R，4R
可，2R，4R
可，2R，4R
可，2R，4R
可，2R，4R
可，2R，4R
可，2R，4R
可，2R，4R
可，2R，4R
不可
不可
outputMTの
ラベル
ノン。ラベル
ノン・ラベル
LUD－1
LUD一一1
LUD－2
LUD－3
LUD－4
KWICTAPE
KWICTAPE
KWICTAPE
KWICTAPE
K鴨CTAPEKWICTAPE
KWICTAPE
KBm’TABLE
KB－TABLE
KB－TABLE
KWICTAPE
言　語
アセンフフ
ァセンフフ
COBOL
COBOL
COBOL
COBOL
COBOL
COBOL
COBOL
COBOL
COBOL
COBOL
COBOL
COBOL
COBOL
COBOL
COBOL
COBOL
COBOL
　　（注）Rはライト・ロックアットリングをかけること。数字はテープ・デッキ。
注意
　②紙テープの終りに嵩E＼Bがあ多とリランをとる。
　②はじめにINTを押すとDELETE－DATAのBLOCK－NUMBER、をよみこむ。
　③INTをおすとしごとを申止する。
氏にお願いした。それぞれ，謝意を表する。
8．　フォーマットおよびデータ見本
　フォーマットについて。・
LUD－2．からLUD．3．のデータフォーマ’ットは共通でこれはプログラム
（LUP－2）に示されている。　LUD－4．のフォーマットは単語番号の部分が
カウントになっているだけであとは変わらない。
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　辞書のフォーマットは，BLOCK　CONTAINS　5　RECORDで1　vコード
は，
　Ol　TABLE－AREA．
　　02　HEAD－WORD，　PICTURE　IS　X　（40）．
　　02　INFORMATION，　PICTURE　IS　X　（82）．
である。TABLE－COLLATEのなかでHEADWORDがINPUTと比較さ
れるところで，たとえば「東京……」のように．なっている，INFORMATION
には「：東〔とう〕京〔きょう〕……」のような形でデータがはいっている。だ
からHEAD－WORDが～致したら，　INFORMATIONをMOVEするだけで
よい。
　TABLE－COLLATEのUNMA’rCH：ED・聾しEは，辞書に．なかった用語がリス
トされ，漢テレ順に並んでいる。これらの単語の読み方（あるいは短単位の切
り方）を教えれば，次回からは既知語として処理されるようになる。そのため
には，次のようなフォーマットを作成してMAINTENANCE－TAPE－READ，
にがければよい。一yコードはHEAD－WORD　C／R　INFORMATION／C／R
C／Re／iギャップとする。　HEAD－WORDはvariable　Iengthで漢テレ20字
以内，C／Rは漢テレ改行復帰，／は漢テレ’スラントでe／iは3010の記号ので
あり，　INFORMATIONは辞書の種類に．よって異なるが，　“KB－TABLE”の
ばあいは漢テレ40字以内のvariable　lengthで，たとえば「学〔がっ〕校〔こ
う〕　教〔きょう〕育〔いく〕」のようにする。このようなフォ　一一マットで，
non　standa掘labelの形式の紙テープをつくって入れればよい。
データおよび印字見本についての説明
①　最初のインプッh・データを漢テレで印字したもの。毎日薪聞夕刊の社会
　　面ニュースの例。＃は文の切れ目のしるしに．入れてある。
②漢字解読したあとのデkタ（WORD・TO－SENTENCE－MAKING）を特に
　　編集して漢テレで印字したもの。読みがなは漢字のうしろの〔〕のなか
　　にはいっている◎データのはじめの数字はブvック番号7けた，層情報8
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　　けた，文番号2けたを示す。
③上の②のかなを拾って完全なかな文にし，ラインプリンタで打ち思したも
　　の◎すなわちTEXT－PRINT－OUT，のアウトプットである。
④上のテキストについて各単語を見外し語として前後の用例を添えたもの。
　　すなわちKWIC－FORMAT－MAKING．のアウトプットで，これを特にこ
　　のまま印字したものである。1行が1レコードになっている。もとの文の
　　図解でVコードがつくられるため，全体としてみると1参ずつななめにず
　　れているようにみえる。
⑤KW王Cの一一一　5E的な例。中央たてに通ったスペースの右側が見出し語であ
　　る。その左右がコンテクストであるから用語がコンテクストのなかに置か
　　れていることになる。左側の数字はブロック番号，文番号，層情報（GP
　　ST）である。＋は特殊記号があることを示している。　一は引用符号
　　「」の代用。
⑥KWICの例の一つで，「的」がどんな語につくかがわかるようになってい
　　る。テキの直前の語が五十音順に整理されて並んでいる。もし後ろ優先の
　　ソートをすれば「テキ　ダ」　「テキ　デ」　「テキ　ナ」　「テキ　ニ」など
　　がきれいに整理される。このようにKWICは語構成の町回にも役立つ。
⑦KWICの例の一つで，助詞「を」の例。プリンタに「ヲ」がないので，
　　「オ」で代用したが，「ヲ」が集まるような工夫がされている。これは後
　　ろ優先のソートなので，助詞のうしろにくる階調などが五十音順に整理さ
　　れる。したがって「を」をとる動詞にどんなものがあるかが一覧できるよ
　　うになっている。ここに示した例は動詞「モッ」のページの一一例で，助詞
　　「をJの前の語が五十音順に整理されているので，連語「……をもつ」が
　　どんな目的語をとるかが一覧できるように計算機がi整理してくれている。
　　このようlc，　K：WIC語の意味用筆はもちろん，：文法，シンタクスの研究
　　にも非常に有益な資料を提供する。ここにはテキとヲの例を示したがたと
　　えばテの前を整理するとどんな動詞が連用形で使われるかがわかる。この
　　ように，形態論的な研究その他にも使用することができる。
一69一
＠（KOO1129）　（GlPlSIT5）　＃　大：谷重工　深川工場　ボヤ　　（P4）
＃　三日　午後　一時　ナ五分　ごろ，東京　墨田区　柳原町　一〇　，大谷重工　深
川工場　の　機械工場　南側　の　カベ　から　煙が　出　て　いる　のを　従業員
　が　みつけ　た　。．　＃　およそ　ナ平方メートル　の　カベ　を　こがし　た　だ
けで　消しとめ　た　。　　（P1）　＃　埋立地　に　男　の　変死体　（P　4）　＃
　〔　船橋　〕　三H　午前　三三　十分　ごろ　，　千葉県　船橋市　Hの出晦　一
〇　，　第一コンクリート会社　正門前　埋立地　の　臨海道路ぎわ　に　若い　男
が　うつ伏せ　に　なつ　て　死ん　で　いる　のを　通行入　が　みつけ　船橋署
に　届け出　た　。　＃　三島は　品川区　大崎郵便局　の　集配人　と　し　て　勤
務中　，　一昨年　一月　’一fごH　，　品川区　三葉町　を　配達　途中　で　千円入
り現金書留一通を盗んだのをはじめ，　同年十一一・・月までに現金書
留　六通　九千五百円　を　配達　の　途中　で　盗ん　で　起訴さ　れた　。　＃
一昨年　十二月　十八日　，　一審　の　東京地裁　は　被告　に　徴役　一年　六月
　，　執行猶予　四年　を　いい渡し　たのに’対し　i　検察側　は　「執行猶予
　は　刑　が　軽すぎる　」　と　主張し　て　控訴，　昨年　四月　十二日　，
二審の鯨高裁は検察側の主張を認め∫一9の執行猶予の
　判決　を　破棄，　あらためて　懲役一年　の　実刑　を　いい渡し　た　ため
，　被告、は　これ．を、不服　と　し　て　上告し　て　い　た　。　＃
＠
KOO112．　90．10101501＃大〔おお〕谷〔たに〕　重〔じゆう〕工〔こ
う〕深〔ゆ〕川．〔がわ〕エ〔9う〕場〔じ・う〕ボヤ＃
KOO11290104010502＃三〔みつ〕日〔か〕　午〔ご〕後〔ご〕
一〔いち〕　痔〔じ〕　十〔じゅう〕　五〔ご〕　分〔ふん〕　ごろ，　東〔とう〕
京〔きょう〕　墨〔すみ〕国〔だ〕　区〔く〕　梛〔やな〕原〔は今〕　町〔ちょう〕
　t〔いち〕　○〔れい〕　，　大〔おお〕谷〔たに〕　重〔じゅう〕工〔こう〕　深
〔ふか〕川〔がわ〕　工〔こう〕場〔じょう〕　の機〔き〕械〔かい〕工〔こう〕
場〔じょう〕　南〔みなみ〕側〔がわ〕　の　カベから　煙〔けむり〕　が出〔で〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　一70一
ているのを従〔じゅう〕業〔ぎょう〕員〔いん〕　がみつけた。＃
KOO11290104010503＃　およそ十〔じゅう〕　平〔へい〕方〔ほ
う〕　メートル　の　カベ　を　こがし　た　だけ　で消〔け〕しとめ　た。＃
KOO112901010　1．0504＃埋〔うめ〕立〔たて〕地〔ち〕ξこ男
〔おとこ〕　の変〔へん〕　死〔し〕体〔たい〕　＃
KO611290104010・505「＃　〔船〔ふな〕橋〔ばし〕　〕　三〔み
つ〕日〔か〕　午〔ご〕前〔ぜん〕　三〔さん〕　蒔〔じ〕　十〔．じゅつ〕　分〔ぶ
ん〕　ごろ，　千〔ち〕葉〔ば〕　県〔けん〕　船〔ふな〕橋〔ばし〕　市〔し〕
日〔ひ〕の出〔で〕　町〔ちょう〕　一ζいち〕　○〔れい〕　．，　第〔だい〕　一
〔いち〕コンタジー・会〔脚〕』社、〔し・〕E（せい〕門〔もん〕前〔まえ〕
　埋〔うめ〕立〔たて〕　地〔ち〕　の臨〔りん〕海〔かい〕　道〔どう〕路〔ろ〕
　ぎわ　に　若〔わか〕い　男〔おとこ〕　が　うつ伏〔ぶ〕ぜ　迄　なつ　て　死
〔し〕ん’でいる．’のを’通〔づう〕行〔こう）’ttt人〔にん〕がみつけ船
〔ふな〕橋〔ばし〕　署〔しょ〕　に届〔とど〕け出〔で〕　た。　＃
1（0011290104010506　＃　i新〔にい〕農〔じま〕　は　晶〔しな〕川
〔がわ〕　区〔く〕　大〔おお〕崎〔さき〕　郵〔ゆう〕便〔響ん〕　罵〔きょく）
　の集〔しゅう〕配〔はい〕　人〔にん〕　と　し　て　勤〔きん〕務〔む〕．中
〔ち？う〕．1，一〔い・〕眠さく〕．’年〔ねん〕r〔し’ち〕月〔がつ〕＋
〔じ・蒐二〔に〕日〔にち〕・’S品〔しな〕川傭わ〕
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